
１　太線の中だけ記入し、※印欄は記入しないでください。

２　書式の変更は行わないでください。
 
３　表の記入枠内の色で入力方法が異なります。

水色の枠は、Excelによる手打ち入力です。

黄色の枠はリストから選択します。

※入力手順
１　入力したい枠を左クリックする。
２　枠の右にプルダウンが表示されるので、プルダウン上で左クリックする。
３　該当する項目を左クリックする。

桃色の枠は自動で計算、入力になりますので、手打ち入力の必要はありません。

４　記入要領

←新規・継続
※

本店所在地等

〒

〒

水色（Excel入力) 桃色（Excel計算)黄色（リスト選択入力)

記　入　上　の　注　意　事　項（コンサルタント)

電話番号

XXX-XXX-XXXX

連
　
絡
　
先

商号又は

名　　称
株式会社○○○設計○○営業所

所 在 地
○○○－××××

○○市○○町○丁目○-○

電話番号
電　話 XXX-XXX-XXXX
ＦＡＸ

委
　
任
　
先

商号又は

名　　称
株式会社○○○設計○○支店

受 任 者
職 氏 名

支店長
○○○　○○

所 在 地
○○○－××××

○○県○○市○○町○丁目○-○
E-mail

E-mail □□□@×××.co.jp

申
　
請
　
人

県　外

商号又は

名　　称

フリガナﾏﾙﾏﾙﾏﾙｾｯｹｲ

株式会社○○○設計

代 表 者
職 氏 名

○○県○○市○○町○丁目○-○

〒

ＦＡＸ XXX-XXX-XXXX

□□□@×××.co.jp

受 付 番 号

代表取締役
○○○　○○

前回受付番号

所 在 地

電話番号

新　規

○○○－××××

電　話 XXX-XXX-XXXX

電　話 XXX-XXX-XXXX
ＦＡＸ XXX-XXX-XXXX

天童市に前回登録した場合は継続、それ以外は新規をリストから選択

右上の□欄に会社名の最初の一字をひらがなで記入

（例 「株式会社天童」の場合「て」と記入）

記入しない

前回登録した場合は前回受付番号を記入する

（わからない場合は空白でも可)

「市内」：市内に本社又は委任している営業所がある
「市外」：市内に委任している営業所がなく県内に本社がある
「県外」：市内に委任している営業所がなく県外に本社がある

＜委任先＞

年間委任状を提出する場合のみ、委任先支店等の名称、受任者職氏名、

所在地、担当のアドレス、電話番号及びFAX番号を記入

＜連絡先＞

本店又は委任先のほかに、当市管内に連絡先等がある場合

に記入

＜申請人＞
① 会社の名称、代表者職氏名、本店の所在地、担当のアドレス、電話番号及びFAX番号を
記入

② フリガナは半角カナで記入し、「ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ」、「ﾕｳｹﾞﾝｶﾞｲｼｬ」は記入しないこと。

③ 商号又は名称欄は、株式会社等法人の種類について、略号を用いないで記入する。
ただし、１６字を超える場合は、㈱等の略称を使用して明示すること。

④ 代表者職氏名及び所在地は、印鑑証明書等に記載されている正確な呼称及び所在地を記
入する。所在地が山形県内の市町村及び宮城県仙台市の場合は県名を省略し、それ以外の場
合は都道府県名から記入すること。



委任事項
○ ○

○

別表

業務実績

経営状況等

％

％

年

千円単位

千円単位

営 業 年 数 1

総資本純利益率
1,000

(法人)税引前当期利益 2

(個人)事 業 主 利 益

50,000
負債・資本額

48.5

10,300
流動負債計

自 己 資 本 額 30,000

流 動 比 率
5,000

流動資産計

会社全体の業務実績を記入して下さい。

項　　　　　　　　　　目

資 本 金 9,500

そ の 他 200,000

合 計 495,000

地 質 調 査 15,000

補 償 関 係

20,000
コ ン サ ルタ ント

建 築 関 係 建 設

150,000
コ ン サ ルタ ント

土 木 関 係 建 設

10,000
コ ン サ ルタ ント

直前２箇年間の
年間平均完成業務

高

100,000

・　他業履

・　復　代

・　共　同

　復代理人の選任、解任の件

　共同企業体結成に関する一切の件

　その他業務履行に関する一切の件

測 量

業　務　種　別

・　代　金

共　同 他業履

・　入　札

・　契　約

　入札及び見積りの件

　契約締結の件

　請負代金の請求、受領の件

入　札 契　約

代　金 復　代

＜委任事項＞

年間委任状を提出している場合、委任する事項の

リストから○印を選択

委任事項の各内容は別表のとおり

＜業務実績＞

各業務ごとに直前２箇年の年間平均完成業務高を記入

（会社全体の業務実績を記入すること)

＜資本金＞
法人のみ記入する。 ＜自己資本額＞

◎法人の場合

直前１年度決算の「貸借対照表」から当期末における①資本金、②純資産の部の合計

額を記入

◎個人の場合
直前１年間の青色申告決算書から①元入金、②次年度繰越純資本金額(元入金と事業主

貸借の生産の合計)を記入

＜流動比率＞

財務諸表の貸借対照表より、流動資産計と流動負債計を記入
（率は自動計算）

＜純資本純利益率＞
財務諸表の賃借対照表及び損益計算書から、税引前当期利益（個人の場合は事業主利益)と

負債資本合計を記入
（率は自動計算）

＜営業年数＞
営業を始めた年からの年数を記入



人 人 人 人

技術職員の数

希望業務内容（注）登録をしている業務で、入札参加を希望する業務の下段空欄に○印を付けてください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

○○○ ○

電

気

積

算

調

査

建

築

積

算

機

械

積

算

都

市

計

画

及

び

地

方

計

画

建

設

環

境

電

気

・

電

子

意

匠

構

造

暖

冷

房

衛

生

電

気

上

水

道

及

び

工

業

用

水

道

下

水

道

農

業

土

木

森

林

土

木

地

質

造

園

港

湾

及

び

空

港

鉄

道

道

路

等

清

掃

業

務

土

質

及

び

基

礎

鋼

構

造

及

び

コ

ン

ク

リ

ー

ト

河

川

砂

防

及

び

海

岸

電

力

土

木

道

路

ト

ン

ネ

ル

施
工
計
画
・
施
工

設

備

及

び

積

算

建

設

機

械

下

水

管

洗

浄

・

調

査

計

量

証

明

電

気

工

作

物

保

安

事

業

損

失

補

償

関

連

不

動

産

鑑

定

登

記

手

続

き

等

営

業

・

特

殊

補

償

計

算

業

務

資

料

等

整

理

施

工

管

理

土

地

調

査

漏

水

調

査

建

築

一

般

そ　　　の　　　他

専　　　　　門

建　　設　　コ　　ン　　サ　　ル　　タ　　ン　　ト 地

質

調

査

業

務

交

通

量

調

査

環

境

調

査

土

地

評

価

物

件

機

械

工

作

物

経

済

調

査

分

析

・

解

析

宅

地

造

成

電

算

関

係

測　　量 建築関係建設コンサルタント業務 土　　木　　関　　係　　建　　設　　コ　　ン　　サ　　ル　　タ　　ン　　ト　　業　　務

測

量

一

般

地

図

の

調

整

航

空

測

量

補償関係コンサルタント業務

1 962 61 1

9

委
任
先

人
　
数

0

1 26
人
　
数

24

そ

の

他

小
　
　
　
計

0 1

一
級

二
級

一
級

二
級

一
級

二
級

一
級

二
級

機

械

部

門

水

道

部

門

林

業

部

門

衛

生

工

学

部

門

一
級

二
級

一
級

二
級

そ

の

他

合
　
　
　
計

一

級

建

築

士

二

級

建

築

士

木

造

建

築

士

小
　
　
　
計

建設機械土　　木 建築 電気工事

土

地

家

屋

調

査

士

公

共

用

地

経

験

者

司

法

書

士

環

境

計

量

士

測

量

士

測

量

士

補

不

動

産

鑑

定

士

不

動

産

鑑

定

士

補

専
　
　
　
門

建　築　士 施　　工　　管　　理　　技　　士 技　　　　術　　　　士

管工事 造園 小
　
　
　
計

建

設

部

門

農

業

部

門

電

気

・

電

子

部

門

18 4 3 25

常　勤　職　員　の　数

技術職員数 事務職員数その他の職員数 計 ＜常勤職員の数＞
① 会社全体の常時勤務する職員の実人数を記入

② 令和８年１月１日時点とする。

（合計欄は自動計算）

＜技術職員の数＞

① 会社全体の技術者数（複数の資格のカウントも可)を記入（のべ人数となるため、技術者の実人数と一致しない場合あり）

② 上の欄に全体の人数を、下の欄に委任先に所属している人数を記入

③ 資格を２以上有している者は、それぞれの資格に計上する。なお、同一認定種目で１級２級両方の資格を有している場合は、１級
にのみ計上すること。

④ 資格を有しない技術者は、その他に計上すること。

⑤ 記載欄にない資格を有する技術者は、その他に計上すること。

⑥ 令和８年１月１日時点とする。
（小計、合計欄は自動計算）

＜希望業務内容＞

登録している業務で、入札参加を希望する業務の下段空欄にリストから○印

を選択



１級２級木造１級２級１級２級１級２級１級２級１級２級１級２級

○

○ ○

○

○

○ ○ ○

合　　計　　(人)

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

そ

の

他

建
　
設
　
機
　
械

土
　
　
　
　
　
木

建
　
　
　
　
　
築

電
　
気
　
工
　
事

管
　
　
工
　
　
事

造
　
　
　
　
　
園

土

地

家

屋

評

価

士

司

法

書

士

技

術

士

公

共

用

地

経

験

者

測

量

士

測

量

士

補

不

動

産

鑑

定

士

不

動

産

鑑

定

士

補

認定種目 建
　
　
築
　
　
士

施　　工　　管　　理　　技　　士

技術者氏名

事業所名　　　　　　　　技　術　職　員　名　簿 受付番号　　　　

＜技術職員名簿＞
① 天童市内、山形市、上山市、寒河江市、東根市、村山市、山辺町、中山町及び河北町に本店又は営業所等がある場合、そ
こに常時勤務する技術職員について記入する。※事業所名も記入すること。

② 令和８年１月１日現在で貴社と直接的かつ継続的な雇用関係にある技術者について記入する。常勤の役員（事業主）につ
いても資格を有する場合は記入すること。該当する資格欄にリストより○印を選択すること。

③ 一人で２以上の資格を有している場合は、それぞれの資格に重複して計上可能だが、施工管理技士の統一認定種目で１級
と２級の両方の資格を有している場合は、１級の欄のみに記入すること。

④ 別欄「技術職員の数」に資格を有しない技術者を計上した場合は、氏名のみ記入し、資格の欄には○を記入しないこと。

⑤ 合計欄は記入しないこと。


